Department of Pathogenic Fungi, Division of Fungal Resources and Development by 千葉大学真菌医学研究センター
病原真菌研究部門 真菌資源開発分野
(Depa rtm e nt of Pathog
･
enic Fungi, Divisio n of Ftlng81 Reso urc e s and Developm e nt)
当分野は平成13年4月 1日付をも っ て兵菌医学研究 セ
ン タ ー の第5番目 (病原真菌研究部門の第8番目) の 分
野と して 新設されました . こ の 間新分野の増設 に向け鋭
意御尽力頂いた西村セ ン タ ー 長 はじめ関係各位に深謝の
意を表します. 当分野の定見 として 教授, 助教授各1 が
認められた こと に より, それぞれの 選考が順次行われ,
教授 に は福島和尭 (11月1 日付), 助教授に は横山排治
(12月16 日付) が それぞれ就任しました . 新分野設置の
目的と して , 本 セ ン タ - で 収集して い る病原異常 の遭伝
子解析を行い , 過伝子多様性に基 づ い た新たな遺伝子機
髄を研究し, そ の 成果を真菌症の 診帆 治療 へ と応用し.
さ ら に は生物活性物質の 開発を目指すことが掲げられ て
います. これらの 目的達成に は他分野の 先生方と の共同
研究 に負う所が多大であり, 御協力を仰ぐ意味か らも今
少 し具体的な研究課題に触れ, 御理解のlまどをお願い す
る次第で す.
先ず研究, 園発面の 柱とし て , 病原真菌な らび に 関連
菌の 収集 ･ 保存菌株に つ い て先端的な同定, 分数研究な
らびに分類法の研究開発を目指 して い ます. また保存さ
れる菌株に つ い て は生理生化学, 化学分板持標情報 に
D N A関連情報を備えた先導的な病原真商連伝子資源 コ
レ ク シ ョ ン 化を推進する所存で あります. さ らに これ ら
保存菌株は有用物質生産の ソ ー ス , 真菌症原因菌 の病原
因子研究の 対象とし て活用される 良か , ア ポ ト - シ ス ,
環境汚染物質分解な どの機能遭伝子を検索し, そ の開発
応用をはかりた い と考え て います.
生物多様性条約発効を機に , 世界諸国の生物 ･ 微生物
資癒の 保護政策は強固とな っ て おり, 外国か らの 菌株収
集 は困難度を増して い ます. か か る状況下に お い て 学術
的価値の高い菌株を収集するため に , 国際共同研究の 立
秦, 展開が不可欠であり, そ の 積極的実践 で共有 の成果
を得, これらを基に菌株を収集した い と考え て います .
こ の 理念は国内で の 菌株収集にも当て はま るもの であり,
病原真菌の生態学, 真菌症の 疫学などを テ ー マ と する国
内共同研究の積極的展開も目療と して い ます.
病原真菌類の保存機関として A TC CやC B S が世界的
に著名で あります. こ れ ら の 機関と比肩するた め に は
IF Mの広報が必須で ある と考え て おり, そ の活動とし
て は従来からも行われて きた こと でありますが , 菌株情
報の より充実した英文菌株リ ス ト の出版に加え, 電子情
報の 公開, 国内外の 報文発表者に対し南棟交換ア プ ロ ー
チ の シ ス テ ム 化など多くの 余地が残きれて い ます, 是非
とも皆様方の御協力をお願いした い と患います.
本年行われた本分野関係の 研究者の往来につ い て配す.
国際協力事業団 (JICA) の プ ロ ジ ェ ク ト とし て 創設
された ブ ラ ジ ル国 力 ン ビ ー ナ ス 大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク
ト関係で , 福島は真南学, 特に 遭伝分子生物学 に関わ る
短期専門家と して派通された (滞在期間:9月 1 日- 9
月16 El). E8 0 ruO kada助教授 (ブラ ジ ル , ペ ル ナ ン ブ
コ カ ソ リ ッ ク大学 ･ 環境科学研究所) が, 文部科学省科
学研究費 (研究課題: ブ ラ ジ ル に おける土壌中の カ ビ毒
生産菌とヒ ト の病原真菌の 生態 . 分布と種多様性) によ
る共同研究の ため来日した (滞在期間 : 2001年6月25日
- 7月13 E]).
桧 田千恵子が科学技術振興技術補佐員として 採用され
た (期間:平成13年11月16日 - 平成14年3月31日).
以下 に本年得 られた研究成果の 概要に つ い て記すが,
こ れ らの 多く は病原真菌研究部門内の共同研究として 実
施されたもの で あります.
1) SingleStr a lld Co nfor m ation Polym o rphis m (SS
C P) 法の 病原真菌の同定お よ び種内多型解析 へ の 利
用に つ い て の検討 .
i) 皮膚糸状菌の薗種の 同定 .
皮膚糸状菌 の 主要な 6種 の 原因菌, TT･lchophytoli
rwbT.urn , T. m eTitagT
.OPhD7teS, T. i,e r r u COS u m, M ic TLO -
spo r u m c a nts, M . g yps eLLTn, EpldeT
.
m OPhyto nfloc c oI
s u mに つ い て , rDNA の I TSl領域を含む約360塩基を増
幅した の ち, S SCP法で解析した と こ ろ , 各菌種 に特異
的な電気泳動 パタ ー ン が得られ, 同法 に よりこ れ ら6菌
種が簡便に 同定で きる ことを見い出した .
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ii) 皮膚糸状菌の 種内多型解析.
T･ m eTuagr OPわ,tee32株に つ い て , ITSl領域か ら
Dl/D 2領域に 及ぶ およそ1.2キ ロ 塩基を4 つ の PCR 産
物とし て増幅し, それぞれに つ い て SS C P法を用 い て 検
討したと ころ D2領域に2 つ の遭伝子型を検出した , 塩
基配列を解析 した結果, 両遺伝子型の 塩基配列の 違い は
1塩基で ある ことが明かと な っ た , T . rubT･u Tn55株 に つ
い て も同じ領域に つ い て検討したが種内多型は静め られ
なか っ た.
2) T. r ubT･uTn の P C R法を用いたIG S領域 に よる種内
多型解析.
T. T7Lbr u Tn の IG S領域 に ある繰り返 し配列の 解析を
15殊に つ い て検討し, これら菌株が12種類の パ タ ー ン に
識別 で きる ことを明らか に した . 本結果ほ菌株タイ ピ ン
グが可能で ある ことを示 したもの で , 疫学的研究 の より
詳細な検討に寄与で きる .
3) 中国で最初の播種性トリ コ ス ボ ロ ン 症原因菌の同定
中EEEで最初の播種性真菌症患者の肝臓と皮膚か ら分離
された T>ichospo r o n属菌2株に つ い て 同定を行 っ た .
常法 に よる生理生化学的研究 , 形態学的研究, ウ レ ア ー
ゼ括性 (弓削1陽性), ユ ピ キ ノ ン分析 (主 ユ ビ キ / ン :
Q1 9) に加え, 次の DN A遺伝子に基づく解析を行 っ た .
TT･icho spo ro n属薗特異検出プ ライ マ ー に よ る P C Rバ ン
ドの 陽性検出に続き, L StJrD NA の D l/D 2領域 , IT Sl-
5.8S-ITS2領域の塩基配列を解析した . そ の結果2 株は
T. a 8ahliv ar. a sahiiの標準株 (C B S 2479) と両領域
に お い て完全 に同 一 の 塩基配列を有することが明かとな っ
た . しか し, T. a s ahiiv a r. a sahii とT. a steroide s は両
領域の塩基配列 にお い て 高い相同性 (99- 99.3%) を有
する ことが知られて い るため
, 更に IGSl領域 の 塩基配
列を解析した . そ の 結果, 分離株2株と棲準株が こ の領
域にお い て もそ の境基配列が完全に同 一 で ある ことが判
明した. 以上 の結果より, 中国 で初め て の播種性 ト リ コ
ス ボ ロ ン 症原因菌とし て分離さ れ た 2 株は T, a 8ahli
var. asahii と同定された .
4) ブ ラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス 大学附属病院中央検査部の病
原性酵母の 同定と疫学調査.
200年1月か ら8月 にかけて ブ ラ ジ ル カ ン ピ - ナ ス 大
学附属病院中央検査部 におい て , エ イ ズ , 骨髄移植患者,
気管支肺胞液などか ら分離された合計112株に つ い て 同
定ならび に疫学的観点か らの 検討を加 えた . ま た Can _
dida albica ns に つ い て はL S UrDN Aの D l/D2領域の
塩基配列に 4種の gen oty pe が存在する こ とを 明らか に
した. 他方, TrichospoT10 n属菌 の 同定で大部分を占めた
T･ a s ahiiv a r･ a s ahiiで は m onoty pe であ る こ とも明ら
か に した .
5) 黒色其菌Fonseca e apedrosoiの phe n ol oxida8eに
園する研究.
黒色真菌 Fo n8eC ae a Pedro soi の 細胞外酵素 phe n oI
o xida s 8の 生産性に つ い て 検討を加 え, Ye ast Nitroge n
Base(Y N B) 培地 に より, 本野菜が かな り特異的 に生
産される ことを見い 出し, そ の精製を試みた . そ の結果,
硫酸ア ン モ ニ ウ ム 沈激 (60-80%)で た‖ぎ単 一 な本酵素
が得られる ことが明らか に なり, 現在, N- 末端例の ア ミ
ノ酸配列をはじめとする構造情報を待つ つ あるが新規の
タ ン パ ク質 である可能性が高い と思われる .
6) 真菌由来の新規二次代謝産物に 関する研究 .
本研究課題 の成果 とし て , M albraTWhe a屑薗15種に
つ い て 抗真菌活性物質 の探索を行い , M . fila m ento s a
が Cbptoc occ us n eofoT･Tn a nS お よび C. albica n sに 有効
な物質を生産する見い 出したが , そ の単離 に は至 っ て い
な い . しか し
, その 精製過程に お い て新規の トリ テ ル ペ
ン 配糖体を発見した . 本配糖体は LP L C, H PLC等 に よ
る精製で得られ , 加水分解および各種機器分析デ ー タ の
解析か ら糖部に gluc os amin e誘導体を持 っ 新規骨格 の
トリ テ ル ペ ン 配糖体と推定され , ゲ ニ ン 部 の構造解析か
らそ の 平面構造を明らか に した .
また ブ ラ ジ ル で分離された黒色真菌 CladospoTiu m 8P.
IF M49189 が Aspe T
.
giltus/u Tnigatus に特異的に 抗真菌
活性を示す物質を生産する ことを見い 出し , LP L C等に
よる精製を経 て目的物質の単離に成功した . 構造研究の
結果 , penta norlan ostan 済導体で ある こ とを明らか に
し, Clado sporide B と命名した .
7) 真菌の生艶 菌学に関する ブ ラ ジ ル と の共同研免
ブラ ジ ル北部の ロ ラ イ マ 州 に おける真菌の生態学的研
究にお い て , Ne os a T･tO rya の 新建を発見 し , N . tahahi
と命名された. 接合菌 CuT mingham ella属薗の 化学分類
学的研究とし て , エ ビ キノ ン シ ス テ ム , 脂肪酸組成 を明
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らか に した.･病原菌種で あり, そ れらの同 一 性 に つ い て
意見の 分かれる C. elegans と C. be rtholle 血e に は脂肪
酸組成に相違がある ことを見い出した .
8) チ ト ク ロ ー ム b遺伝子に基づ く真蘭の同定 ･ 診断及
び系統解析.
チ ト ク ロ ー ム b達伝子は , ミ ト コ ン ド リ ア DN A上に
あり, 進化速度に比例 した塩基置換が観察され, 特 に ,
ア ミ ノ 酸置換速度は, バ ラ ツ キ が少ない ことが知られ て
い る . 従 っ て , 美園 の本適伝子を比検する こと で , 其菌
の系統関係を調 べ る ことが出来る . 我 々 は主要な病原真
菌の解析を終えて順次給文発表を行 っ て い る . 本年 は ,
輸入其菌症の 申で ヒ ス ト プ ラ ズ マ 症 の 原因菌で あ る
H istoplasT n a C aPS ulatuTn の 系統解析を行い , 3変種が
それぞれ明確に系統分類で きる ことを示し, 動物 の み に
感染すると考え られ て い た Histopla s Tna C aPS ulatuTn
v arietyfarciTniTW Su m が人 へ も感染する こ とが明らか
に な っ た. 更に, 調 べ た98株の Fus arium 属菌は, 26
種 の D N Aty pe に分かれ, 6種類の ア ミ ノ 敢配列を示 し
た ･ F ･ 8 0laTLi 27株は , 6種類 の D N Aty pe を示すが ,
同 じ ア ミ ノ敢配列を示した . F . o xyspor um 1 4株は, 3
種 の D N Aty pe に分か れたが. 一 つ の ク ラ ス タ ー を形成
した . F , a e uTnin atum . F. a T mu 加zL m, F. denticul-
atu m, F･ lacti8, F. ny gaTn ai, F. L･e rticillioides の 壌
準株 , Gibber ella fujiku T10i, F. 'noTulifo r m eは , F.
oxyspo T u mと 同じ ア ミ ノ酸配列を示した . F, ch hT ny-
dosp - L m, F･ co TnPaCtu Tn, F. equlSetl, F. reぬ ulatuT n,
F･ 8a T nbu clnuTn . F. s eT nitectum を含む22株 は, 7程 の
D NA ty pe に分かれ, 同 一 の ア ミ ノ酸配列を示 した . F.
dlTn e r u m6株は, 3種の D N Atype で , 3種 の ア ミ ノ 酸
配列を示 した . これ ら の菌株の 一 部 は, 再分類の 必要が
あると思われた .
9) 病原性発現遺伝子, 形態形成遺伝子の解帆
酵母形と菌糸形の形態変換能は病原因子の 一 つ と考え
られ る . こ の 形態変換時に発現して い る過伝子の解析を
行 っ て い る . a Tuiida albica n sは酵母形と菌糸形の 二形
性を示し, こ の 形態変換能力は , 本薗 の病原性と深く関
わ っ て い る と考え られ , こ れに関わる遺伝子の幾 つ か を
ク ロ - ニ ン グした . こ れ ら の遺伝子の機能を明確に する
た め に逮伝子破壊を試みて い る .
10) 真蘭の 迅速同定診断法の 開発.
従来の 真菌同定に は, 専門 の知識経験と共に培養時間
に時間がかかるため に迅速に行う ことが出来なか っ た .
しか し, P C Rに よるI)N Aの
■
増幅が寄島に 1j:り微量の
DN A から検出可能な量まで 増幅 できる よう に なり, 過
速な同定診断が可能と考えられるが, 方法 の確立 は開発
途上で ある . そ こ で , チ ト ク ロ ー ム b過伝子 . rR N A遺
伝子のIT S領域等を基に した真菌の迅速同定 ･ 診断法を
開発して いる . 主要な病魔真菌の チ トク ロ ー ム b藷伝子
の解析は修了して おり, rR N A過伝子の ITS領域は, デ ー
タ ベ ー ス か ら入手できるため方法を評価する段階に来て
い る .
ll) 真菌賢帝の安定保存法の 開発.
真菌の 長期保存に は凍結保存 , L - 乾燥保存が用 い ら
れ て い るが, 凍結保存に は - 85 ℃以下の冷凍機が必須で
あり, 収納 ス ペ - ス の 制限と停電等の不慮の事故 による
サ ン プ ル の消失の心配がある . 室温 に近 い温度で の 長期
保存できるL- 乾燥法が好ましい が, 胞子を作らな い 菌や
菌糸状で は, 生存率が患い の で , 新たな保存法の 確立が
望まれる . そ こ で
, 従来L - 乾燥法で は生存 しな い薗 に
つ い て
, 新規な真空乾燥法で調 べ た結見 生存が確認で
きたため
,
こ の方法で どの程度の菌まで生存可能かを検
討中である.
12) 抗真南剤の 開発に関わる共同研究,
抗真菌剤の 開発私 企業との共同研究で進め て おり,
抗皮膚糸状菌薬剤で は, こ れま で に 2薬剤の 開発に 関わ
り, 現在は, 深在位其菌に対する薬剤の研究に 関わ っ て
い る . マ ウ ス の ア ス ペ ル ギ ル ス 感染 モ デ ル に お い て は,
最も優れた治療効果を示し, モ ル モ ッ トと ぅ ッ ト に 対す
る治療効果に つ い て現在検討中で ある .
原著翰文
1) Kin JA, Takaha shi Y, Tanaka R, Ftlku shim a K,
Nishim u r aE, Miyaji M: Identificatio n and 8tlb-
ty pl ng Of TT･ichophyton Tne ntag'
･
OPhytesby r a n-
do m am plified polym orphic DN A. Myc o8 e 844 :
157-165,2001.
Triehophyto n Tne ntagr OPhytes iB O n e Of the
m oE;t C O m mOn pathogen sfo rhu m a nand anim al
de r matophyto s e s and kno wn a sa comple x species
千葉大学 其菌医学研究セ ン タ ー 報告 第5巻 2001 23
匿
:
p
3
i'～
withvariable mo rphology, a ndec ologic andge n8-
tic backgrounds . We perform edrando m a mplified
polym o rphic D NA(R A PI)) a nalysis on 43 hu m a n
and 18 a nim al is olate s of T, m entagr ophyte s
alo ng wit hothe r10 ana mo rphic species of de r-
m atophytes aridthreete18 0 mOrphic specie s of T.
7n e ntagT
1
0PhytesI U8ing R A P Dan 81y8iB With pri-
m e rA T G S, allof T. m e ntagT
･
OPhytes str ains pro-
duc ed ide ntic al band patter ns with t ho 8e Of Ar-
throder m a I)a nbTeZL S eghe mii, on eofthe tele om or-
phs of T. m entagT
･OPhytes regardless Of their
phe noty pes･ Therefo r e, T. Tne ntagT
1
0Phytes co uld
be ide ntified by R A P Da nalysis With prim er
A T G(5
′
- AT G G A T G G G C-3′) on T. m e ntagr oI
phD,tea, hu man i8 01乱te Byielded tw o distinct8 ub-
gro ups related by their c olony m o rphologl e S at
the tim e of prim ary is ol乱tio】1 fr o m patient白.
T hreB m Orphologic ty pe s- C OttO ny, POWdery a nd
per畠ic olor-r eve aled identic al bands Wher easthe
gra n11ar ty pe la cked o neminor ba nd(0.74kbp).
An im al isolate s 0f T･ m e nta8TOPhyte spr odtlC ed
fiveba nd patte rns a nd s o me of tlle mW e reidenti-
c al with tho s eof htl m a nisolate81 With prl m er
O P A O- 15. anim al iso18teB Of T. Tn e ntagT
･
OPhyte s
8how ed div e r se band patter ns in c ontr a st to the
u niform band patt8 r nS Of hum an isolates , The s e
r e s ults s ug gest that R AP Da nalysis m aybe 8 18 e-
f11to olto ide ntify aJld白nbty pe T, TnentagrOPhy-
te sc om plex .
2) Eo80 eT, O kam oto S, No z aw a K, Ka wai K, Okada
K
,
Ca mpos-Takaki G M, Fuh18him a E, M iyaji M:
New pe nta n o rla no stan ederiv ative s, clado sporide8
B-I)
, a 8 Chara cte ristic antifungalage ntB aga l n St
Aspe rglllusfu migatzL S, is olated fro 皿 Clado spori-
u m sp. I Antibiot54 :7471750, 201.
In the screeni ng Study of n e w a ntifungal s ub-
sta n c es, CladospoT･izLTn SP . IF M 49189 brotlght
us the i丘01ation of three ne w pentano rlano Bta n e
derivatives
,
Cladospo ridesB, C and D. T he str u-
ctu r eelucidation ofthe three com pound8 aga l n St
A･ fumigatu sare dis cu ss edin this Pape r.
3) Br a n chini M L M, Fukushim a K, Schreibe r A, Ni-
8him ura A, Paralo rda n ouP, Tr abaB畠OP, Ta n aka
R, M iyaji M : Trichosporon species infection in
bone m ar r ow tra n splantedpatient畠･ D iagn M icr o-
biol lnfe cDi畠 39: 161-164, 2001.
Trichospo T
･
On SPeCie s a r e em e rglng aS OP pOrt11 n-
istic agent8 C a u Sl ng Systemic di畠e a SeSillim m u n o-
com promis edpatie nts . Difficultie 白in t heide ntifi-
c ation of thi8 mic r o o rga nis m lead to delays in
tre&tm ent and m any tim e st he diagno sisi昌 m ade
po白t
-r nOrt8m ･ Patie nts u ndergoing bone m a r r ow
tr a n spla nt are s ubmittedtointe nse andpr olo nged
period昌 Of ne utrope nia and co nBeqllently to 8eVer-
al ri8k fa･ctor sto fu ngal infectio n asthe use Of
broadspectru m a ntibiotics a nd in va.siv edevic es.
Tw o c a s es of furlgal infe ctio!1 昌C at1 8ed by T. a s a-
hilv 8 r･ a S ahiia nd T. inhiniTlpati8nt8 with bone
m a rr ow tra n spla nt ar edes cri bed. T. a s ahiiv ar .
a 8ahiiw as r e spo nsiblefo rfu ngemia a ndtheiden -
tific ation of thi8 micro o rga ni白m W a slater per-
for med. T. 加hin c atlB ed v a sc118.r 8.C C e 8 S e Sinfe c_
tion a nd w a s r e co v ered fr o m an im p18.nted
Eickm an - Bro viac c athete r. Both patients w e re
u nder or al fltL CO n a 宕Ole pr ophyla.xis. T he pati8 nt
with systemic infe ctio n died despite the therap y
wit h Am photericillB andthe patient withcathet-
er - r elatedinfection recovery fr om the fungal in -
fe ction afte rc athete r r e mov al.
4) Horie Y, A bliz P, Fuktl Shim a K, O kada E : NeoI
sa TltO Jツa tahahi, a n e w speciesfI
･
O m soilin Brazil.
Myc o8Cienc e42: 91-95, 2001.
A m o ng the is olate sfrom 白Oilof gra8SlaLnd in
Roraim aState , Br a zil, a n e wspecies of Neos aT
.
-
to rya tahahi diffe rs fro皿 the other know n spe-
cie 8 0f the ge nu sin ha ving le nticula r a s co sporeg
with tw o distin ct equ atorial c rest8 and with
rough1y circularly ar ranged proje ctio ns o nthe
c on vex walls . A co mpar ativ eSE M view of a8 C O 81
po r e sfro 皿 日ix r elated Ne o8a T
･tOTTa Speciesis als o
provided.
5) ShiozakiE R, Okada K, Gu s m色o N B, Niga P .
F alca o P S, Siva NI寸, nlkushim a K, N ishim ura
E, M iyaji M, Ca mpos-Takaki G M: B ioche mical
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:;喜
m arker畠in ta x o no my of Cu nnhghaTnella genus.
Re vIbero a m e ric an a M ic o1 18:123-127
,
2001,
･T he chemic al co mpo sitio n of fatty acidB and
ubiquinone sw a s studied in 18Btrain8 0f Cu lming-
ha m ella, to eBtabli8hqu a ntitativ e a ndqu alitative
differen ce s within the genu s･ Fatty acids an alysis
ha 8 Sho w nthe pr e s e nce Of four groups , Ubiqui-
no n ea nalysis, throllgh high perfor m an c eliquid
chro matography(U PI.C), de m on str ated the exi-
Bte nC e Of･thr 8e differe nt gro tlp8 based on the
ubiqul n O n8 ty pe ･ T he a veragepercentage Of fatty
acids of the BpeCie8Cun Tmigha Tn ella elega ns a nd
CbT mlThgha Tnella be rtholletia e, 8how v a riationsin
lin o18nic and Btea･ric acid昌, S ug gesting the pos8i-
bility of differe ntiatio nbetw e en the tw ospecies.
6) Calvo B M, Colom bo A J, Fi8hm a n0, Santiago A,
T ho mpson A, LaLZe r aM , TellesF, Fukt18hilna Iく,
Ni8him u ra K, Tan aka 氏, M iyaji M, Bran chini
M LM : Antifungal s u8C8Ptibility, varieties a nd
electrophoretic knryoty pe of clinical isolates of
CT3JPtOC OC C u S TW OforTn aT Wfro m 】∋r a zil, C hile and
Ve n e z ue181 J Clin M ic r obio1 39: 2348-2350, 2001.
One hundred clinical i昌01乱teS Of Cry pto cocc us
TW OfoT. m a nefro mhtl m a nin m un odeficie ncy viru s
(HIVトinfected a nd zion - HIV-infe cted patients
from Br a zil
, Chile a nd v en ez u ela w ere sepa r ated
ac c ording to v arieties a nd te8ted for a ntifu ngal
su白C eptibilty･ A high s u sc eptibilit to antifungal
agaents w a s 0bs 8 r Ved am o ng all theis olates, T he
electropho r etic karyoty pl ng Of 51str ain s re v e ald
go od discri min ation am o ng CT31PtOCOC CZLS neO-
for m a T LS VA T. n c o/o r7na n $ Strain s.
7) Bis w8 8S K, Yokoya ma a, Ea m ei K, N ishim u r a
K. M iyaji M: Inhibition of phy phal gr o wth of
Candlda albica ,LS by activ ated lans opraz ole, a
n o v el be nzi mi da zole proto n pu mp inhibitor . Med
Myc o1 39: 283-285201.
The activity of A G12000, an a cid-c on v e rted
rea r rangem ent pr odu ct of lan sopraz ole, against
ge r mtllbe a nd hypha efor matio n ofC u ida albi-
c a n sw a s ex amined. The be n zi midaz ole pr oton
pu np inhibitor, at 50-800 〟M , didnot inhibit
g¢r n tube form ation ; but inhibited elo ngatio n
of ge rm tubes to form hy phae and fa v ored con -
v er8io n of germ ttlbe8tO for m yeast gro wth at
200FLM orhigher c o ndentratio n. Pr e･ treatm ent
of A G 2000with e xces s B tllfhydryl r8 age nt, S u ch
a8 2- m er capto ethandl, blocI(cd the inhibitory
pr ope rty of AG-2000 on hy phaefor m atio n. T his
rest1t 8tlg geBt8 that A G 2000 blocked S electively
sl11fhydrylgroup of C･ albic an sin volving in the
elongatio nofge rm ttlbes to form hyphac.
8) Bisw asS K, Yokoyam a K, W a ngL, Nishim ur aK,
M iyaji M: Ty ping of Cの dida alb由an sis olates
by sequen ce a n alyBiB Of the cyto cllr Om e a gen e
a nd differentiatio nfr om C. stellatoidea, I Clin
M icrobio1 39:1600-1608,2001.
In cl口ding ty p8 Str ains, mitocho ndrialcytochr o-
m eage n8 8 0f 82strain sof CandLda atbic a TLS and
6Btr aim8 Of a. stellatoidea, pre s ently tre ated a s
a Syno nym forC･ albic a ns, w らr epartiallyB8qtlen -
c ed･ An alyBis of 3961bp nllCle otide 8eque nCe白 Of
the str ain s llnd8 rinv e stigation divi ded C. albicans
i占01a･te Binto three ty pe s :ty pe-Ⅰ, ty pe- Ⅱ , a nd
ty pe
- Ⅱ
,
ho w e v er, str ains of a. stellatoidea repr e-
sented distin ct ty pe - Ⅳ . De也ced amin o a cidse-
qlle n C e SOf ty pe - I , ty pe- 1I, a nd type-Ⅱ w er e
identical, and difered fr o m that of ty pe- rVby
o n e amin o a cid. Genoty peB(rD N Atype) of the
te8t BtrainB w ere also che cked. Cyto chr o me a
ty ping did n ot correlate with gen oty ping, a nd
differentge noty pes o cctlr r ed fo r one cytochr om e
bty p8･ This Study sho w sthatcytochr o me age ne
sequ en c e sare us eftl for aTl alyzlng ge netic r elated-
n es s of C. albicaTW isolate s
,
a nd effectiv e fo r
differ e ntiating C. stellat oLde afrom C. albicaTL8.
9) Bis was SK, Yokoyam a A, Nishim u r aK, Miyaji
M : M ole cula rphylogen etic softhe ge n us R hodo-
toT'ula and related b8Sidiom yc eto11S Fe astsinfe r r-
ed fr om mitochoTldrialcytochr o m ea gene. Int I
Syst EvoIM ier obio151 :1191-199, 2001.
Phyloge n etic r elation ships of the basidio myc e-
to11 SyeaStS , e specially of the ge nus R hodoloT･ula
w er e studied u sing partial s equ e n ce sofmitocho n-
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d rial(m t) cytochr om e a gene. Both zluCle otide
a nd a mir10 acid based phylogen etic tr ees divided
the ba sidio myceto us Fe asts into tw o m ain clll
-
ste rs : o n e co ntaining Ustilagin ale8, Sporidiales
a nd their ana m orphs and the other Tr e mellale昌,
Filol〕a sidiale8 andtheir a n a m orphs . T his clu 昌ter-
i】1g C O relate8 Withc ell w allbioche mistry, pr e-
se nce o r abse nce ofコ【ylose, a nd BePtal ultr astru-
cttlre, dolipore or sim ple pore ･ Buller a, BtLllero -
TnyC e8, Filo♭asidiella. CTTT PtO CO C Cu8 and 升Icho-
sporon wer ein o neClu ster; yeastB C Ontain xylos e
in the c ellw alla ndhave dolipore. T he othe rclu-
ster, ye a stB do not c o ntaln Xylo sein the c ellw all
a nd ha ve sim ple por e, in cluded Be n singtoTua,
El
･
ythl
･
Obasidiu m, Le u co sporidlu Tn, R hodosporl-
dlu m, R hodotoT ula, SpoT･idlobolus, Spor obolo-
m ycesa nd Ustilago . T hi且 re s ult als oindicates
t hatthe gentlS R hodotorula i8 pOly phyletic, co n
-
gru e mt with the rR N Aphyloge ny ･ Am ong R ho-
doloT ula, fo ll rClades (A･ D) w ere ap parent･ R .
ba c a Tru m and R. folior uTn, R . IzLjisa TW nSis a nd R.
futro ne nBi8, and R. glLah is v ar . 血ir e ne n sis a nd
R. m ueilagm o sa r epr e s e nted identic al 白equ en CeS,
r e spectively. The other 8ped8 S Of the ge m sR ho
-
dotoT ula w ere w ells epa r ated based on the 396 bp
n u cle otide s eqlユe nCe 8. T hes8 r e s ults 8 ug geSt the
effe ctivene sB Of the cytochr om ea soque n ce白 in
sp8 Cie8identific atio n a nd sttldy of phylogen etic
r elationship ofthebasidio myceto usyea stB 1
10) Bisw 且SS K, Yokoya m a a, Wa ng L, Nishim u r aE,
M iyaji ”:Ide ntific atio n of aa ndlda dublinie n sis
based o nthe specific a mplification of mitochoTl-
drial cyto chr o me b ge ne. Jpn J Med Myco1 42:
109-112, 2001.
(bndida du♭linieTLSis, a recently de scribed Cαn -
dida BPe Cies,is fr eqllentlyis olated fr om oralc an-
didia8 sin htlm anim m u n odeficien cy viru sinfected
individtl als. To detect the orga nism r apidly, w e
hav 8 de v eloped specific oligonuc180tide prim e rs
ba s ed on the 8 eqtl e n Ce 8Of mitocho ndrialcytochr o-
m ea ge n e. T heseprim e r s s electively am plified
DN Ao nlyfrom C. dLLblin eTLSis;the D N Asof all
pathoge nic CαTulida 昌peCies tested, a S wellas
those of m edic ally releva nt yea sts s uch aB CTT-
ptoc o c c u 8 TW OfoT･m anS, a nd Trichosporon c uta ne-
u m , w e re not a m plified. This is the first report
describing the effectiv en e s sOfcytochr om 8a ge ne
in P C R bよ8ed detection of an organism , a nd w e
hope t he 8y8te m Will be l1 8 eful a s a mic r obiologi
-
c alto ol for r apid detection of C. dublin e nsis･
ll) Y okoya m aK, W angIJ, M iyaji M,･Nishimt m K :
Identification, cla8Bification a nd phylog8ny Of
the A8Pe rgillus s ection N igrlinfo - d fro m mito
I
chondrial cyto chrom e a ge n e. F E M SMicr obiol
Lett200: 241-246,2001.
The pa rtialmitochondrial(mt) cytochr om eb
ge ne fr o m32strain s of 128peCie s belo nging to
AspeT･glllus s e ctio n Nigrl w a sa mplified by the
polym 8r a Se Chain r姐 Ctio n(P C R) a nd sequ en ced
directly. U8ing 402 n ucleotide chara cters, n llCe o-
tide-based a nd a mino a cid-ba sed phyloge netic
tr8 eS Wer e infer red a nd the genetic diverge n c e
a m ong t h8 SPe Cie8 W as e Valu atedL Ba s ed o n a n-
alyse8 0f the 402 bp nu cleotide a nd 1 33a min o
a cids eqllenC e S, Str ain s Were divided into ll D N A
type8 and.5 a min o acid ty pe sI A I T8ige r a nd A･
a wa m o rishowed differ e nt amin o acid8eqtl eTICeg .
A . nなeTI C18dein cluded A ･ nige r v a r･ nEger a nd A･
ficu m. A . a zDa T n OT.icladein cluded A. a wa Tn O T･i, A ･
phoenicis, A . pull,e T ELlentus, A ･ tubinge nsi8, A ･
fo etidzLS, and tw o v arieties of A･ nige r, Var.
n aTL uS and va r. inter Tn edius. Tw o v a rieties of A.
n LgeT
･ wi11 be r e clas sified1 One stral n Of A･ pho-
e nici8 and 1strain of A. c aT.bon a Tiu 8 W e re I･ eide n-
tified.
12) W a ng L, Yokoyam a a, Takaha shi Iも Kase N,
Ha nya Y, Yashir o K, Miyaji M and Nishim tlra
E :Identific atio n of8PeCieBin Aspe T
･
giltu ss e ctio n
Fla vi ba s ed on s equ e n cing of the mitochondrial
cytochrom e age n e･ IntJ Food M icr obio1 71: 75
-
86, 2001.
The 402bp s equ e nc es ofthe mitocho ndrial(m t)
cytochr o m ebge n e wer edete rmin ed in the specie s
of AspeT
･
gillus sectio nF la ui･ Se venty 畠tr ain s w e r
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divided into 7 D N Aty pes, They w e reD l (in clud-
ing8畠train8 0f A. s ojae and 2Btrain8 0f A. oT
･
-
yz a e v a r. oT3J2ae), D -2(inclllding15strain s of A.
para sitic us, 8strain s of A. toxka T
.lLLSand3 str a-
in sof A.flaL･u S), D-3(1 Str ain of A. flat)us v ar .
fla u u 8), D -4(including 19畠tr ain8 0f A .fla u u s, 1
畠tr ain of A. flaL･uS V a r. fla u zL8, 3 str ain s of A ,
Jla u us v ar . coluTn n ariuB and 5白train s of A･ o r-
yza e) a nd D-5(in cluding2 Strain s of A･ ta m a rii
and1 Strain of A. oTツZ ae), D -6 (1 Str ain of A･
/la L･u8 fr o m apati8 nt) a nd D-7(1 strain of A･
nomius). A . sojae a nd A. par asitic us co uld be
differe ntiated from e a ch other. The prOdlユCtiol1
of afl且tO Xin by T L C畠ePar atio n a nd the co nidial
w alltextur e ofthe 6tr ainBby SE Mw ere als o eX -
a min ed. The 畠ubBtit11tions of n tlCleic acid ofthe se
strain s w er V e ry Si mi la rto βach othe r and the
deriv ed amino acids sequen ce s w e r e allthe s ame.
T he cyto chrorn 8b ge ne hasbeen sho w nto be of
llSein cla s sificatio n and ide ntification ofI.he sec-
tion Fla LIi.
13) W ang i, Yokoya m aK, Miyaji M a nd NishiⅡl u r a
K: Identificatio n, clas sific ation a nd phyloge ny
of pathogenic species Ex ophialaje an s elm ei a nd
related specie s by mitochondrial cytochrom e a
g8n e a n alysis. a Clin M icrobio1 39: 4462-4467,
2001.
W e a n alyzed a 402 ba se pair sequellCS Of the
mito cho ndrialcytochr o m ebgen e of 34白tr ains of
Ex ophialajeaTISelm eia nd 16strains representing
12relatedspe cie s wer e a nalyzed. Thestr ain占 OfE.
je a nselTn elw ere classifiedinto 20 D N Atypes a nd
17 a min o acidty pes . The differenc8 Sbetw e e nthe
畠e 8train 昌 W e r efo undin 1-60 n llCe ot.ides a nd l-
17 a min o acids, OTl the ba8i8 0f th8 ide ntities
andsimila rities of n ucle otide and a mino a cid se-
qu e n c es, s o m e str ain s w e re r eidentified: i･e ･ , 2
8train s of a. je a ns elTneiva r, hete r m o rpha and 1
str ain of E. c a stella niia BE. deT.m atitidis(in cl11d-
ingty pe str ain);3 8train sof E.je a nB elT nei asE ･
jea n s elTn elvar . lec a nil-c o,･ni(in cluding type str a-
in);3strain s Of E. jea TL S elm eia8 E . bel･geri(in-
clnding ty pe strain);7 strain8 0f 且jeanselTn ei
a sE. ptsciphila
'(including ty pe str ain);7.stmin s
of a.jea ns elm elasE . jeaTW elTn eiv ar ･ jeanselTnei
(including ty pe Strain);･1strain of a.jea nselTnel
a sFonseeae apedros oi(in clnding ty pe strain);
and 1strain of E.je a TWelm eiasa. spinifera (in-
clnding ty pe strain). Sozn e E. jean sclm eistr ain s
sho w ed distinct n11C18 0tide and amin o acidsequ-
en c es. The amin oacid-based U P G M A(u n w eight-
edpair gr otlP m ethod withthe arithm etic m e a n)
tr 8e e Xhibit8dnearly the 組 m BtOpOIog ya8those
ofthe D N A- basedtree8 Ob tained by NJ(Neigh-
borjoining), M P(m axim u m parsim o ny) and
M L(m a ximll mlikeliho od) methods.
14)Im a ni8hiY , Ea w 且i T, lw agu chi S, Suztlki T, Ka -
mi har aT, Yokoya m aK and Ni8him Ⅶ
･
a a: Sub-
tr a ctivegen e cloning using dyn abeads oligo (dt)
25 for eltlCidatio n of ps elldohy phal for m ation in
Ca ndida tropicalis. Jpn I Med Myco1 42: 243-
251, 2001.
15)Sa n °A, Yokoy8 皿 a K, Ta 皿 ura ”, M i kn mi Y,
Taka.ha shi 1, Fukt18hirna K, M iyaji M, Nishim u r a
K: Det8Ctio n of gp4aa nd IT Sl-5.8S-ITS2 ribos o-
m al R N Agene s Of Pa raco c cidio de sbr a811ieTa Sis
iTIPar affin - e mbedded ti88u6. Jap J Med Myc o1
42:23-27, 2001.
16) Am orim RV S, So tl Za W , Fllku shim aa, Ca mpos -
Takn ki G M: Faste r chito 8a n pr Odll Ctio n fro m
m 1 C Orale an strain sin S ubm e rged c ultur e. Bra石 J
M icr obio1 32:20･23, 2001.
17) AIvesS H, M ilan E P, Br a n chini M IJM , NiBhim tLra
K, Fu h shim aK, 01iv eir aL O, Costa JM , Colo m -
bo A L: FirstiB O18tion of CTa nd£da dublinlensis
in R io Gr a nde do Sul, Br a 五il. Diagn M icrobiol
lnfe cDi839 :165-168, 2001.
18) Uno a, Tanaka 氏, Br a rLChini M L M, Aoki FH,
Ya rita K, SaJIO A, Fuku 8him a K, M ikazni Y,
Nishim tm K, Miyaji M: Aty pic al CT37PtOCOCC LLS
T u70foT.m a n Sis ohte fro m an HIV-infectedpatiezlt
in Br a zil. J Mod Myco142:127-132,2001.
19) Melo N R, Miy且ji M, Taguchi fI, Fuku shim a K,
Nishim u r aK . Jo rge JJ, Pedr o R J, A lmeida O P:
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Or&1 f11 ng81 flora of ⅡlV-infected patients,
C8 mplna S University, S孟o Pa11o, Brazil. Socie-
dade Bra sileir a de Pesqllis adoreB N ikkeis -Scie ni-
fic Jo urn al 5.･ 378-379, 201,
学会発表
国際学会 (座長)
1) FukllShim aa: Synpo8i11 m On Antifungal Age nts
(basic). JoiTlt m eeting of the 2nd Co ngr ess of
Asia Pacific So ciety fo r Medic al Mycolog y a nd
the 5th C hina -JapaTI Inter n atio n且1 Congr e s Of
Myc olog y. Ktln ming, C hin a, Åug. 23-25, 2001,
A bstr a ctp961 03.
国際学会 (一 腹演題)
1) A bliz P, Fukl血im aE. Takizaw a a, N ishim ura
E, M iy8ji ”, Ya zlg R. W ang W L, AoJH, LiRY :
Identificatio n ofthefir8tiso18.te S Of TT･lchospo ron
a s ahiivar . a sahii fro mdisse min atedtrichospor o-
n o siBin C hilla. Joint m eeting of the盟ndCongre ss
of Asia Pa cific Society fo r M edic al Mycology-
a nd the 5 th Chin a-Japa nlnternatio nal Co ngre8$
of Myc olog y. Kunming, C hina, Allg . 23-25, 201,
A b8tr a Ct P179.
2) TakahashiI, Fukl旭him a K, Nishim llra K, M iyaji
M , A白anOI(, Iizuka H : Spe cieside ntific atio nand
strain ty p皿 g Of m edically l rnPOrta nt ftlllgi by
P C R-畠ingle さtrand confo rm ation polym o rphiB m
of ribos om al D N A. Joint m eeting ofthe2ndCo n-
gre 白S Of Asia Pacific Society for Medical Myc o-
logy aTldthe 5 th C hin aJ apan lnte matio nal Co Tl
-
gr es sof Mycolog y. Kunmitlg, Chin a, A11g ･ 23
-25
,
2001, A bstractp194.
3) M elo N R, M iyaji M, Taguchili, Fu kn8him a a,
Nishimlユr a a, Jorge JJ, Pedr o R J, A lm eida O P:
Fungal flo ra of EIV-infectedpatients, Cam piTla 8
Univ e r8ity, S急o Patl o, BrazilJ X Enc ontr o da
So ciedade Br a sileira de Pe sqllisado re8 NikkeiB .
Ba uru, S豆o Pa ulo, Atlgu8t16-18,2001.
4) Andrade V S, Sa mbbo LA, Fuku shim a A, M iyaji
M
,
Nishim u r aa
,
Ca mpos Takaki GM : Extr a-
c e11u arprote ase sfr o m myc elialgrowth of Mu cor
cfrcin elloides, SBBq2001(SociedadeBr a sileira de
Bioqui mic a eBiologia M olecular)ⅩⅩⅩ Reu nion
An u al Pr ogr am a eRe畠um O S, p85. Ca x 且 mbu 19a
22 de maio, 2001.
5) Am orim R V S, Le di71gha m W M , Fukushim a K
a nd Ca mpos Takaki G M: Kinetic para m eters of
血itiユ1deac色tylase a ctivity fr o m Ckn nlngha m ella
beT･tholletlae. SB Bq 2001(Sociedade Bra畠ileir a de
Bioquimic a eBiologia Molecular) ⅩⅩⅩ Reu nio n
An11 al Program a eRestl mO6, p126. Ca x am bll198
22de n aio, 2001.
国内学会
座長
1) 福島和食 : 第45回日本医真蘭学会総会, 東京, 2001.
For eigne r
'
畠 W orkBhop
1) A bliz P, 福島和貴, 滝薄暮代子, 西村和子, 官給
誠 : 中国で最初の 播種性 トリ コ ス ボ ロ ン 症 の 原因
菌の 同定 . 第45回日本医真菌学会総会, 其菌誌 42
(増刊1号), p67, 2001.
一 般演題
1) 高橋- 顔, 福島和食 , 富治 誠, 西村和子 , 浅野 一
弘, 深見洋 一 , 飯塚 - : TTichophyton TIZLbT.u m
に おけ る種内多型の解析 . 第45回日本医美園学会総
会, 真菌誌 42(増刊1号), p82, 2001.
2) 堀江義一 , Paride A bliE, 西村和子, 宮治 誠 , 福
島和貴, 李 若 軌 Ca mpos-Tak8kiG M: 自然界
に おける Aspergilusfumigatu sと そ の近縁菌の 分
布 に つ い て . 第45回日本医真菌学会総会, 真菌誌
42(増刊1号), p77, 2001.
3) 斉藤久美子, 梼 峰司, 高橋 一 朗 , 浅野 一 弘 , 福島
和貴, 西村和子, 宮治 誠 , 深見洋 一 , 飯塚 - :
旭川医大附属病院に おける真菌の分離状況 . 第45同
日本医真菌学会嬢会 , 真菌話 42(増刊1号), p78,
2001.
4) 滝滞香代子, 福島和貴, Bra nchini M L M, 西村和子,
宮治 誠 : ブ ラ ジ ル ･ カ ン ピ - ナ ス 大学付属病院
中央検査部に お い て 分離された病原性酵母に つ い て .
第45回日本医真商学会総会, 真菌誌 42(増刊1号),
p78, 201.
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義5) 高橋容子, 田中玲子, 福島和食. 西村和子 : Tricho-
phyto nrzLbr u T nの ウ レ ア ー ゼ活性に つ い て の 検討 .
第45回日本医真菌学会総会, 真菌誌 42(増刊1号),
p86, 2001.
6) 仁戸田 恵和, 福島和食, 西村和子, 宮治 誠 : 柄
魔性黒色真菌 Fo n s ec ae a pedro8 0i の細胞外酵 素
phe n olo xida s eの 生産性 の検討 . 第45回日本医真菌
学会粗会, 真菌誌 42( 増刊1号), p86, 2001.
7) 岡田英哲, 細江智夫 , 野沢幸平, 福島和食 , 宮治
誠, 河合賢 - : MalbT･an ehe afllam entos aの 産生
する新規 トリ テ ル ペ ン 配糖体 . 日本薬学会第121回
年会, 諦涜要旨免 p155, 2001.
8) 細江哲夫, 岡本 茂 , 野沢幸平, 福島和食, 宮治
誠, 河合賢 一 : Clado8POriu m属 菌 の 生産す る抗
AspeT
･
gillu8/u migatuB物質Il. 日本薬学会第121回
年会, 帝輯要旨集, p157, 2001.
9) 横山耕治 , 王 題 , 伊藤純子 , Bisw 且S SE. , 宮治
誠, 西村和子 : チ ト ク ロ ー ム b遺伝子を基に し た
HistoplasTn a CaPSLLlatu m の 同定及び系統関係 . 日
本微生物資源学会第8回大会抄録, p21. 2001.
10) 王 麓, 横山耕治, 宮治 誠 , 西村和子 : FusaTizL m
属菌 (臨床分離株) の チ ト ク ロ ー ム b遺伝子に よる
同定と系統関係. 第45回日本医真菌学会絶会, 真菌
藷 42(増刊1号), pal, 2001.
l l) 横山新治, 王 題, 伊藤純子, 宮治 軌 西村和子 :
Spo r othrix s che n chiiの チ ト ク ロ
ー ム b遺伝子に よ
る同定と系統関係. 策45回日本医真菌学会給金 , 真
菌誌 42(増刊1号), p81, 2001.
12) 今西由巳, 横山新治､ , 宮治 誠, 西村和子 : Ca n-
dida albic a n sの 発芽管形成の 解析 . 第45回E]本医
真蘭学会総会, 真薗誌 4 2(増刊1号), p84, 2001.
13) 奥 幸夫 , 佐久間慶太, 横山新治, 宮治 誠 : ミ リ
フ レ ッ ク ス シ ス テ ム に よ る皮膚糸状菌 に対する
IJir a n aftate の殺菌活性 . 第45回日本医真菌学会総
会 , 真菌誌 42( 増刊1号), p71, 2001.
14) 横村浩一 , 村上有沙, 亀井克彦, 横山耕治 , 内EEI勝
久, 山口英世 : 輸入真菌症起因菌遺伝子同定 シ ス テ
ム の 研究. 第45回日本医真菌学会総会, 真薗誌 42
(増刊1号), p79, 2001.
15) 市川智恵, 杉EEl 隆, 横山耕治, 王 麗, 西村和子 ,
池田玲子, 西川朱実, 篠田孝子 : Trichospo ron a s a-
hi の病原因子と し て の β - N - ア セ チ ル グ ル コ サ ミ
ニ ダ ー ゼ . 第45回日本医真蘭学金線会, 兵薗誰 42
(増刊1号), p85, 2001.
16) 市川智恵, 移田 隆, 横山耕治, 王 艶. 西村和子 ,
池田玲子, 西川朱免 篠田孝子 : Tl･ichospo ronasa -
hilの病原因子と し て の β- N - ア セ チ ル グ ル コ サ ミ
こ ダ ー ゼ と形態変化.一帯84回日本細菌学会関東支部
総会 , 抄録集 P535)
国際交流活動
部局間協定の締結 : 学術な らびに研究者の 交流促進
を目的に, 本セ ン タ ー とブ ラ ジ ル , ペ ル ナ ン ブ コ カ ソリ ッ
ク大学との間に部局協定が締結された. 本締結にあたり
福島はセ ン タ ー 側の代表として締結まで の 細部に わたる
交渉を行 っ た.
福島は国際協力事業団 (JIC A) の プ ロ ジ ェ ク トと し
て創殻されたブ ラ ジル撰カ ン ビ ー ナ ス 大学旋床研究プ ロ
ジ ェ ク ト の短期専門家として , 真蘭学 , 将に頚伝分子生
物学に囲わる調査研究の ため派遣された (滞在期間 : 9
月1 日- 9月16 日).
Ka o rt1 0 kada助教授 (ブラ ジ ル , ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ
リ ッ ク大学 ･ 環境科学研究所) が , 文部科学者科学研究
普 (研究課題 : ブ ラ ジ ル におけ る土壌中の カ ビ車生産
菌とヒ ト の病原其菌の生態 ･ 分布と種多様性) に よる共
同研究の ため来日した (滞在期間 : 2001年6月25 日- 7
月13日).
海外出張
1) 福島和食:･ Joint m eeting ofthe 2nd Congre s sof
As ia Pa cific Society for Medical Mycology and
the 5th C hina. -Japan lnt.8 rn atio n al Co ngr e s of
M ycolog y. Kll nmlng, Chin°. , Åug. 23-25, 2001の
組織委且, シ ン ポ ジウ ム座長およぴポ ス タ ー セ ヮ シ ョ
ン 発表の ため出蛮 (期間: 2001年8月20 日- 24 日).
国頗共同研究
1) 接合菌の歯学に関する研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト , プ
ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究
所 Galba M a ria de Ca mpo s- Takaki教授 .
2) 抗真菌剤の化学的研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト, ブ ラ ジ
ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究所
Rao r uO kada 助教授.
3) 皮膚真菌症の 同定 , 系統 , 分類 に関する研究 : カ ウ
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ン タ ー パ ー t･
, 韓国 ソ ウ ル 大学医学部皮膚科 金
正愛助教授 .
共同利用研究 (圏内)
1) 河合賢一 ･ 星薬科大学 ･ 教授, 細江智夫 ･ 同 ･ 助
手 : 菌数の 産生する生理活性物質の 研究.
2) 河合 帝･ 中京女子大学 ･ 教授 : 真菌産生有毒キ
ノ ン 色素の毒性発現機序に関する生化学的研究 .
3) 今津道夫 ･ 信州大学 ･ 助教授 : 絶対寄生菌現 に お
ける生清史の文化と個体群の遺伝的構造の解析 ,
4) 堀江義 一 ･ 千葉県立中央博物館 ･ 部長 : ブ ラ ジ ル
土壌中の病原真菌およ び カ ビ葛生産菌の生態学的研
究 .
5) 高橋治男 ･ 千葉県衛生研究所 ･ 主任研究員 : ア フ
ラ ト キ シ ン G産生菌群の 形態的 ･ 生理学的特徴と
チ トク ロ ー ム b遺伝子解析に よる検討.
6) 鈴木革仁 ･ 奈良女子大学 ･ 教授 : 病原性酵母カ ン
ジグ ･ ア ル ピ カ ン ス の染色体再編成が新たな形質発
現に及ぼす影響 .
学会活動
1) 福島和貴･. Joint m eeting ofthe 2nd Co ngre s s of
A8ia Pacific So ciety for M edic al Mycolog y and
t he 5th China. - Japa n lnter nation al Cozlgre 8 S Of
Mycolog y. E unming, C hin a, ATlg1 23-25, ■2001の
組織委旦
普及活動
病原真菌韓習全
科学研究兼 . 助成金
研究報告書
1) 福島和貴 (分担), 横山耕治 (分担), 宮治 誠 (代
表), ｢病原真菌･ 放線菌の 系統保存にかか わ る適伝
子とそ の発現 (10307 06)+, 平成13年渡文部科学省
研究費補助金 (基盤研究 A)70万円.
2) 福島和貴(分担), 西村和子 (代表), 科学技術振興
調整費 ｢病原真菌 ･ 放線菌の遺伝資源の国際的拠点
形成の ため の 基盤整備+ 1億円.
3) 福島和泉 (分担), 塊江義 一 (代表)｢ブラ ジ ル に お
ける土壌中の カ ビ寺生産菌とヒ トの病原真菌の生態 ･
分布 と種多様性+, 平成13年度文部科学省研究費補
助金 (基盤研究B)440万円.
4) 福島和%, 平成13年度千葉大学重点経費事業, ｢ 特
色あ る研究 プ ロ ジ ェ ク ト ･ 戦略的研究 へ の助成+
｢新興真菌症原因菌の迅速同定法の 開発+, 280万円.
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